
【ＳＶＢＭＰの動作内容】

ＶＲＡＭ内の画像（２値化データ）に対し３２×３２画素の領域で処理を行い、その結果

を出力する。

出力される結果データはＶＲＡＭの画面イメージに於いて、上方３１ラインと左方３１ラ

イン分（斜線部）はデータとしては無効である。
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概念

※係数レジスタ（処理領域）は３２×３２だが、簡易的に４×４として説明

① パターンマッチング

あらかじめＳＶＢＭＰ（係数レジスタ）に登録した形状データに対し、ＶＲＡＭから入力

された画像データとの画素単位のＸＮＯＲをとり、一致した画素の個数が出力される。

４×４の場合、最大（同一）１６となる。

② モフォロジ

あらかじめＳＶＢＭＰ（係数レジスタ）に登録された形状データにより、ＶＲＡＭから入

力された画像データに対する形状の膨張・縮小を行う。出力データは１（黒）／０（白）。

「黒の膨張（白の縮小）」黒に関する、係数レジスタとＶＲＡＭデータの‘ＯＲ’

「黒の縮小（白の膨張）」黒に関する、係数レジスタとＶＲＡＭデータの‘ＡＮＤ’
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